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ある方はいないか、今一度、各会員が考えてください。
そういう方がおりましたら、ロータリークラブの会合に
来てみませんか、入会の検討のためであれば初回は無
料参加できます。
　と声をかけてもらえればと思います。来ていただけ
れば、時間が許せば、例会後に私がお話することも可
能です。
　よろしくお願いします。
　それでは第872回例会を開催致します。

ロータリーソング
　「それでこそロータリー」

卓話者・ゲスト発表（杉原由佳子会員）
　ハイブリッド例会にようこそご参加下
さいました。
　本日のゲスト４名です。
・特命全権大使外交団長　
　マンリオ・カデロ　様
・秘書　森本　みのり　様
・東京南RC　森村　俊介　様
・田中会員ゲスト　池田　雅昭　様

開始（司会：安原良昭会員）
　定刻となりましたのでこれより第872回例会を開催致
します。
　本日の例会の模様は当クラブのHPの記録のため録
画致しますので、ご参加の皆様は、予め個人情報の
利用許諾をお願い致します。

山下江会長　点鐘挨拶
　こんにちは。今日もウォームビズで失礼します。
　早いもので、明日でもう1月も終わりです。1月いぬる、
2月にげる、3月さる、と言いますが、あっという間に
時間が過ぎていくようです。
　先の金曜日、裁判で富山市に行ってきました。川端
康成の「雪国」の冒頭「長いトンネルを抜けると雪国で
あった」、まさにそのとおりでした。東京では雪を見て
いなかったので、この冬初めての雪を見ることになった
のですが、少しのワクワクがありながら、これが日常
の雪国の人たちは、本当に大変だろうなと思いました。
富山と言うと日本海側、さぞかし時間がかかると思い
きや、今は、新幹線で約2時間30分で行けてしまいま
す。富山裁判は、毎回日帰りなのですが、いつかは、ゆっ
くり美味しいものでも食べて、少し旅行もして帰りたい
なとも思っています。
　さて、会員増強について、一言。松岡さんにご入会
いただきましたが、それを皮切りに、現在、あと3名
の方が入会手続きに入っております。これで４名ですが、
目標の新入会員10名まではもう少しがんばる必要があ
ります。と今朝、もう一人この間のゲストできていただ
いた人から入会申し込むとの連絡がありました。これで
5名です。
　当たり前ですが、会員はみなさん年 、々年をとって
いきます。クラブの活性化・維持のためには会員増強
が不可欠です。もっといろんな業種の方、いろんな方々
が入ることにより、クラブは新しい血を獲得して、元気
になります。
　クラブに入ると、通常経験できないようなことをいろ
いろ経験できますし、各業界のトップの方 と々交流もで
きます。人生が豊かになることは間違いありません。
　ご自身の知合いに、奉仕活動や親睦活動に興味が

山下　江 会長 私が理事長をしているKKC（NPO法人
広島経済活性化推進倶楽部）の第49回
起業家・投資家・専門家プレゼン交流会
が2月11日（土）午後、広島の会場とオン
ラインにて開催されます。

 KKCは、スタートアップ支援、エンジェル
投資促進を22年間行ってきた団体です。
チラシをボックスに入れましたので、ご興
味のある方は御参加ください。

大盛敬子 会員 サンマリノ大使のお話ぜひお聞きしたかっ
たのですが、本日残念ながら出席叶いま
せんでした。以前に銀座のパーティーで
お会いした時の素晴らしいお話今でも覚
えております。

海渡千佳 会員 今日も皆さんにお会い出来て嬉しいのでニ
コニコします。

田中結 加 会員 本日はサンマリノ大使マンリオカデロ様の
卓話を楽しみにしております。

中里妃沙子会員 今日もニコニコです！！
野呂洋 子 会員 なんだかご無沙汰してしまいまして申し訳

ありませんでした。
 本年も宜しくお願い致します。

にこにこ合計13,000円

例会報告  第872回  2023年1月30日（月）
ハイブリッド例会
出席＋接続会員数32名＋メーキャップ0名
（正会員57名-休会8名）

出席率 65.31%



社会奉仕委員会報告（水野珠貴会員）
　育成園から素敵な子どもたち手書き
のお礼状が届きました。

親睦委員会報告（富田洋平委員長代行）
　ファイヤーサイドミーティングを3月31日（金）18:00
から行います（場所未定）。

幹事報告（福元智子幹事）
・本日例会後明山年度第1回被選理事会があります。
・2月6日（月）例会後今年度理事会を予定。

国際奉仕途中経過報告（清宮普美代会員）
　山王RCとシティ日本橋RCが今回のインド国際プロ
ジェクトに参加してくださることになり、先日メーキャッ
プに行きました。
　インドグルクールから連絡があり、この度アメリカの
ロータリークラブも参加するとのこと。規模1,300万円
以上の見込に発展。インドから資料が届いたら、ロー
タリー財団に正式申請予定です。

ロータリー財団セミナー報告（明山会長エレクト）
　2月8日（水）に10時00分から次年度のための地区
ロータリー財団セミナーが開かれます。午後は補助金
管理セミナーになります。次年度財団関係の役職の会
員はこのセミナーで財団活動の内容がよく分かりますの
で是非参加下さい。

特命全権大使外交団長
マンリオ・カデロ　様

【プロフィール】
サンマリノ共和国特命全権大使
マンリオ・カデロ 駐日外交団長

イタリアのシエナにて出生。
パリのソルボンヌ大学に留学。
フランス文学、諸外国語、語源学を修得。
語源学を修了した後、大手新聞社コリエレ・ デッラ・ 
セーラの出版部門でジャーナリストとしてのキャリアを
始める。
1975年に来日、東京に移住。1999年までこの業務に
従事し、その間外交官としての仕事も開始する。
サンマリノ共和国に関する宣伝活動その他の功績が認
められ、勲章も複数受章する。

2003年 聖アガタ大十字勲章、2005年 聖マウリツィオ・
ラザロ騎士団上級騎士勲章、2010年 イタリア共和国
騎士勲章　など。
1986 年に、駐日本サンマリノ共和国の名誉総領事とし
て任命される。
2002年12月、日本初のサンマリノ共和国特命全権大
使として任命される。
様 な々ボランティア活動にも参加。
2009年–2010年 駐日大使代表として平和大使。
2011年5月23日より、駐日外交団団長。
2017年 宗像応援大使に任命。
2018年 竹富・西表応援大使、美ら島沖縄大使に任命。
2020年 かごしま国際友好大使に任命。
現在もサンマリノ共和国の大使として、外交活動を継
続中。
日本滞在歴約40年以上に渡り、神道に深く精通し、
2014年6月サンマリノに日本の神社が建立された際に
は日本サンマリノ友好協会と共に尽力。
日本の良さ、文化を広く発信し、書籍も執筆されている。

『だから日本は世界から尊敬される』『世界が感動する
日本の「当たり前」』（共に小学館新書）

『よいマナーでよい人生を！』（勉誠出版）

【卓話】
　皆さんこんにちは！　マンリオ・カデロです。本日は
よろしくお願い致します。
　細かいことは、テーブルに配ったパンフレットに書い
てあります。
・�サンマリノは世界で最も古い共和国であり、唯一生

き残っている都市国家であり、ヨーロッパおよび世
界の民主主義発展の重要な変遷を代表しています。
　歴史によると、サンマリノは紀元301年に創設され
ました。キリスト教徒のダルマチア出身の石工マリノ
が、キリスト教を迫害したローマ皇帝ディオクレティ
アヌスから逃れるためにアルベの島を逃れた時です。
マリノはティターノ山の頂上に登り、隠れてキリスト
教の信念に従って人々の小さな共同体を創設しまし
た。ダルマチア出身のマリノを記念して、その土地は

「サンマリノの国」と改名され、「サンマリノの共同体」
と呼ばれ、最終的に現在の名称「サンマリノ共和国」
に変更されました。サンマリノは、13世紀から何世
紀にもわたり中断されることなく続く唯一の独立した
共和国であり、市民自治に基づいた民主主義を確立
した見本として、特別な証言者なのです。
　サンマリノの憲法は1600年に制定され、現在も使
用されている憲法としては世界で最も古いものです。
1988年、サンマリノは欧州評議会に加盟し、続い
て1992年に国連に加盟しました。
　サンマリノ共和国の優れた価値である歴史的・制
度的遺産は、2008年にサンマリノのティターノ山と
歴史地区がユネスコ世界遺産として登録され認めら

「駐日外交団長から見た
　　　日本の素晴らしさと
　　　　　　サンマリノ神社」

卓
話



後期週報原稿分担委員
宮下文夫・芝伸子・山田桂子・西村美寿穂
（協力委員）野呂洋子・水野珠貴・杉原由佳子

れました。
・�サンマリノ郊外に神社があるのを知っていますか？
「サンマリノ神社」と名付けられたその神社は、ヨー
ロッパで初めて日本の神社本庁に承認された神社 
です。
　ぶどう畑やオリーブの木に囲まれた風景の中にあ
るサンマリノ神社。2014年に東日本大震災の犠牲者
を追悼するために建立され、本殿の一部は伊勢神宮
の木を使って作られました。主祭神は天照大御神 

（あまてらすおおみかみ）で、宮司はサンマリノ人の
フランチェスコ・ブリガンテ（Francesco Brigante）
さんが務めています。サンマリノもイタリアと同様敬
虔なキリスト教国家なのに、日本の神社があるって
不思議な感じがしますが、実はイタリアでは若者の
キリスト教離れが進んでおり、キリスト教から仏教や
神道へ改宗する人も増えており、仏教に改宗したと
いうイタリア人もおります。

・サンマリノ神社ワイン
　ラベルには毎年の干支
　神社周辺のぶどうから造ります。
　�寅年ラベル　常若（とこわか）　San marino jinja 

omiki wine
　卯年のワインは今醸造中。

（要約文責　宮下）


